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A Basic Study on the Resilient Polyolefin Material for Denture Bases
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Groups　connected　by　vertical　lines　are　significantly　different（p＜0．05；t－test）．
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た顎補綴のオブチュレーターの作製などにも用い
られる1°｝．中でも最近開発されたポリオレフィン
系軟質裏装材「モルテノ」は物理的ならびに化学
的安定性に優れているといわれる．しかし，この
ように安定した化学構造を持つポリオレフィン系
軟質裏装材も変色に関してはいまだに不明な点が
多く，特に油性成分が介在した場合の変色が著し
いと言われ，実際，日常臨床の術後経過中にこの
変色に気づくことがある．そこで本研究はポリオ
レフィン系軟質裏装材「モルテノ」の変色に関し
て，物理学的な計測を行い色彩学的に検討したも
のである．
1．実験材料について　「モルテノ」はポリオレ
フィン系軟質裏装材で，オレフィンには，エチレ
ンCH2＝CH2や，このなかのHが炭化水素，たと
えばメチル基一CH，とか，エチル基一C2H5で置ぎ
換わったプロピレンCH2＝CH・CH3，ブチレン
CH2＝CH・C2H5などがある．このエチレンにプロ
ピレンなどを混合して重合すると，分子の規則性
がなくなって結晶にならず，ゴムに似た性質が生
まれる．これらの性質を変えるのに可塑材を用い
る必要がないので，材料の劣化の原因としての可
塑材の溶出がない．同時にCとC，CとHという
化学的に非常に安定した結合であるため薬品に侵
されにくく，吸水しにくい化学構造を有してい
るll）．この材料にはソフト，レギュラー，ハードの
3種類があるが，レギュラーの理工学的性質では，
弾性係数が（1．0±0．2）×102kgf／㎝fでフッソ樹脂
系軟質裏装材よりしなやかでシリコーン系軟質裏
装材よりも硬い11）．ちなみにフッソ系軟質裏装材
は（7．4±0．2）×102kg　f／drであり，シリコーン系軟
質裏装材の1つは（1．9±0．2）×10kgf／㎝2である．
引っ張り破断強度は120±50kg／Ciii：でフッソ系軟
質裏装材18kg／cmS，シリコーン系軟質裏装材48　kg／
entzよりもはるかに強度がある12｝．吸水量は0．002
mg／cm2（37℃，24h浸漬）で床用レジンの0．61　mg／
erと比較するとはるかに少ない．このように化学
的なあるいは物理学的な性質はかなり優れている
と云えよう．「モルテノ」はアクリルレジンと接着
する性質を持たないことから，特殊な接着剤を用
いている．接着剤としてはモルプライマー　TIOOを
使用し，まず床用レジンのMMAと，モルプラィ
マーT100に含有されているMMAとが反応し化
学的結合が行われ，「モルテノ」とは，モルプラィ
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マーT100に含まれている溶媒によって「モルテ
ノ」を一層溶解し，90－100℃に加熱することによ
り「モルテノ」とモルプライマーT100とが熱溶着
される．本研究に最も関係の深い変色については
メーカーの変色性試験によると△E’ab値は
37℃，7日間浸漬後ではターメリック水溶液（0．05
g／100m1）で3．6，これはフッソ系軟質裏装材と同
程度で，シリコーン系裏装材の14．4と比較すると
かなり小さい値を示し9），変色しにくいことが窺
われる．しかし，実際臨床での術後経過ではかな
りの頻度で変色（オレンジ色に変化する）が観察
されている．変色は患者によって気になる場合と
気にならない場合とが有りその度合いは異なると
思われるが，少なくとも義歯装着時の色が使用し
ているうちに変化してくる現象は患者の心理的側
面からも考慮すべき事と考えられる．材料の変色
がただ単に着色による色の変化だけであるなら
ば，それ程大きな問題とはならないかも知れない
が，変色は材料自体の劣化，変質の兆候であると
いう見方をすれば，非常に大きな問題である．著
者らは特に軟質裏装材の変色と劣化との関連につ
いて興味を持っているが，その前段階として先ず
ポリオレフィン系軟質裏装材をとりあげ，変色に
ついて調べた．
2．実験方法について
　浸漬試験に用いられる液体には，ターメリック
水溶液，インスタントコーヒー液，赤色102号液12），
人工唾液シュー13），鉄ヘマトキシレン溶液，油性成
分含有液体としてはオリーブオイル，SALIVA
OIL，ワセリン剤’3）などが使われている．また浸漬
温度は37℃，浸漬期間は1週間12・’3｝とする報告が
多い．本実験では「モルテノ」の膨潤を調査する
ために局方オリーブ油（シオエ製薬社製）を用い，
変色試験にはオリーブ油単体，オリーブ油に食物
色素β一Caroteneを混合した溶液，鉄ヘマトキシ
レン溶液の3種類を用いた．試料は再加圧したも
の（実験群）と再加圧しないもの（コントロール
群）とに分け，油性成分による実験群とコントロー
ル群の膨潤と変色，特にβ一Caroteneを溶解した
オリーブ油浸漬による影響を調べた．
3．実験結果について
　1）膨潤について
　吸水量は床用レジンと比較して極めて少ない9｝
にも拘らず，コントロール群，実験群共に，ナリー
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ブ油浸漬後では浸漬前と比較して有意な差を持っ
て重さが増加した．すなわち，再加圧してもしな
くても，「モルテノ」に膨潤が生じていることにな
り，メーカーが主張するように再加圧することに
より膨潤は少なく，従って変色も少ないという説
明は覆される．いずれにせよ，膨潤が変色の第一
段階であることは否定できず，「モルテノ」の表面
に何らかのコーティングを行って薄い被膜を形成
し，油性成分の組織内への浸潤を防ぐか，あるい
は材料そのものを改良することが重要な課題であ
ろう．
　2）再加圧の有無による色彩変化について
　いろいろな溶液を用いた浸漬試験による変色の
程度を調べる前に，再加圧の有無により色彩に変
化があるかどうかを先ず検討した．その結果，L’
値，b＊値は有意な差を以て低い値を示し，△E率ab
値も有意な差を以て高い値を示した．すなわち再
加圧すると「モルテノ」はわずかに鈍い色になり，
黄色味が減少した色になることが分かった．しか
し，この程度の変色は実際臨床で使用する場合に
はほとんど問題にならない．
　3）オリーブ油単味浸漬による色彩変化につい
て
　「モルテノ」を裏装した患者の術後経過観察中
に見られる変色は，一様に黄色味がかったオレン
ジ色への変化である．変色の程度あるいは変色開
始時期は個人により差があり一定ではないが少な
からずも観察される事実である．この変色が油性
成分のみで生じるのかあるいは油性成分を媒体と
して他の色素，例えば食物色素の一部が沈着する
のかあるいは「モルテノ」の色素と化学的に結合
して変色するのかは不明である．そこでまず，オ
リーブ油単味で変色が生じるかどうか調べたとこ
ろ，全く変化はなかった．すなわちこの軟質裏装
材は何らかの色素に影響され，変色が生じること
が分かり，その媒体をなしているのは結果（1）に見
られるように食用油のような油性成分であること
が示唆された．
　4）オリーブ油とβ一Caroteneの混合溶液浸
漬による色彩変化
　そこで食物色素の1つであるβ一Caroteneと
局方オリーブ油との混合溶液を用いて，油性成分
による膨潤と色素の侵入・沈着との関係について
実際に浸漬試験を行いその変化を調べた．Table　4
に見られるようにコントロール群も実験群も浸漬
前後のL’，a＊，　b＊，△E’abは大きく変化し，特に，
b字の値はコントロール群，実験群共に約7倍の値
を示し，臨床で見られる変色と同様なナレンジ色
あるいは黄色変化が著明に現れた．結：果（3）で明ら
かなように，オリーブ油単味浸漬では現れなかっ
た変色も，β一Caroteneのような食物色素の混合
溶液では著明な変化が現れ，油性成分の存在が変
色の媒体を成していることが立証された．このこ
とは日常の食生活のなかで我々が摂取している食
用油がいろいろな食物色素を含有する食物と共に
この軟質裏装材を徐々に変色させていることを示
唆するものである．現在市販されている軟質裏装
材の1つフッソ樹脂系軟質裏装材「クレペート
ドウ」（呉羽化学工業社製）ではコーティング材と
して「クレガード」（呉羽化学工業社製）を使用し
ており，クレペート　ドウの有効成分の溶出を防
ぐ工夫がなされている．今後，ポリオレフィン系
軟質裏装材でもその表面に何らかのコーティング
処理を施し，油性成分による影響を少なくするこ
とが急務であろう．
　5）鉄ヘマトキシレン溶液浸漬による色彩変化
　油性成分を含まない染色液として鉄ヘマトキシ
レン溶液を選び，試料に与える色の変化への影響
を調べた結果では，色差（color　difference）には
変化はなかったが，個々の色彩変化ではコント
ロール群のa＊，b＊に，実験群のL＊，　a＊，　b＊にそれ
ぞれ有意な差をもって変化があった．この結果か
ら非常に僅かではあるがボリオレフィソ系軟質裏
装材の吸水性のために色素が沈着したものと考え
られる．また中性洗剤を用いた超音波洗浄を行っ
ているので表面のみの色素の付着でないことは明
らかである．色差は，分光測色計に付属している
白色校正板を基準値とした値で示され，コント
P一ル群も実験群も浸漬前後の色の差は有意に変
化していないことが窺え，オリーブオイルとβ一
Caroteneとの混合溶液での変色の程度とを比較
すると僅かな色の変化であることが分かった．
結 論
　ポリオレフィン系軟質裏装材「モルテノ」につ
いて，油性成分による膨潤と変色について圧力釜
から取り出した直後に再加圧を行った試料（実験
群）と行わない試料（コントロール群）について
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検討した．その結果，
　（1）両者に油浸による膨潤がみられ，重量が増
　　　加した．
　②　再加圧の有無により色彩的な変化があっ
　　　た．すなわち，再加圧を行った場合はやや
　　　鈍い色になり，黄色味が減少した色となっ
　　　た．
　（3）両者にオリーブ油単味油浸による変色は見
　　　られなかった．
　（4）β一Caroteneを溶解した油浸では大きく
　　　変色し，特に廿の値が大きく変化すること
　　　によりオレンジ色に変化した．
　（5）油性成分を含まない鉄ヘマトキシレン溶液
　　　浸漬においても僅かではあるが変色が観察
　　　された．
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